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足立アホロ 1 二重偏波レーダーによる雨滴粒径分布の推定(その 4) -2019 年 T15 と T19 の強雨域

の比較 -, 日本気象学会 2021年秋季大会, 2021年 12月, オンライン 

足立透 1 PAWRおよび CNNを用いた市原竜巻の３次元渦探知実験, 日本気象学会 2021年度春季大

会, 2021年 5月, オンライン 

 2 PAWRおよび CNNを用いた市原竜巻の３次元渦探知実験, 日本気象学会 2021年度春季大

会, 2021年 5月, オンライン 

 3 Fine-Scale Observation of TC Tornado Using Phased Array Weather Radar in 

Japan, Virtual Workshop on Atmospheric Science Applications of Ground-

Based Phased Array Radars, 2021年 5月, 米国, オンライン 

 4 PAWRで観測された令和元年房総半島台風に伴う境界層ストリーク, 日本気象学会 2021

年度秋季大会, 2021年 12月, 三重県津市 

 5 Observations of Boundary Layer Streaks Associated with Typhoon Faxai (2019) 

Using Phased Array Weather Radar, AGU Fall Meeting 2021, 2021年 12月, 米

国, ニューオーリンズ 

荒木健太郎 1 台風第 19号による大雨の降水強化メカニズムの数値シミュレーション, 第 53回メソ

気象研究会・気象災害委員会合同研究会, 2021年 5月, オンライン 

 2 2018年 1月 22日の関東大雪事例の降雪結晶特性, 日本気象学会 2021年度春季大会, 

2021年 5月, オンライン 

 3 雲を愛する技術, 京都精華大学アセンブリーアワー講演会, 2021年 6月, オンライン 

 4 雲と友だちになろう, 港区立みなと科学館企画展「みんなの雲展」ワークショップ, 

2021年 7月, 東京都港区 

 5 雲と友だちになって上手につき合おう, 名古屋市港防災センターオンラインイベント, 

2021年 7月, オンライン 

 6 雲を愛する技術, 港区立みなと科学館スペシャルトークショー, 2021年 8月, オンラ

イン 

 7 南岸低気圧による太平洋側の豪雪, 日本気象学会中部支部第 24回公開気象講座, 2021

年 9月, オンライン 

 8 南岸低気圧による首都圏の降雪における降雪結晶特性と大気環境場, 雪氷研究大会

（2021・オンライン）, 2021年 9月, オンライン 

 9 雲研究と防災, 第 61回滋賀県防災カフェ, 2021年 9月, オンライン 

 10 防災・減災のための雲科学研究, 科学技術振興機構研究開発戦略センターワークショ

ップ, 2021年 9月, 東京 

 11 雲研究について, NDL academic「気象学な雲さん」, 2021年 10月, オンライン 

 12 雲を愛する技術, 三重のまなび 2021まなびぃすとセミナー, 2021年 11月, オンライ

ン 

 13 2021年 7月 1～3日の静岡県を中心とした大雨の環境場, 日本気象学会 2021年秋季大

会, 2021年 12月, オンライン 

 14 雪結晶で読み解く雲の心, 2021年度積雪観測＆雪結晶撮影講習会, 2021年 12月, オ

ンライン 



6. 成果発表                                         6.2. 口頭発表 

- 292 - 

 

 15 雲を愛する技術, 日本気象学会 2021年度先生のための気象教育セミナー, 2022年 1

月, 東京都港区 

 16 雲研究と防災, 気象防災フォーラム宮古島 2022, 2022年 1月, オンライン 

 17 しんきろう観測のシチズンサイエンスの可能性, サイエンスカフェ『 見よう！知ろ

う！伊勢湾の蜃気楼 』講演会, 2022年 3月, 四日市市 

安藤忍 1 干渉 SAR時系列解析を用いた西之島における噴火間の地殻変動, JpGU Meeting 2021: 

Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 2 InSAR時系列解析を用いた伊豆大島の地殻変動, 日本測地学会第 136回講演会, 2021

年 11月, オンライン 

幾田泰酵 1 Enhancement of Integrated Satellite Simulators for Data Assimilation, JpGU-

AGU Joint Meeting 2021: Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 2 New Variational Data Assimilation System for Regional Model at JMA, WCRP-WWRP 

Symposium on Data Assimilation and Reanalysis, 2021年 9月, （オンライ

ン） 

 3 Assimilation of GPM DPR Spectral Latent Heating using Situation Dependent 

Observation Error Covariance with Spatial Correlation in Kalman Gain, 

EUMETSAT Meteorological Satellite Conference 2021, 2021年 9月, online, 

online 

石川一郎 1 季節予測システムの共同開発, 気象庁施設等機関研究報告会, 2022年 2月, 東京都 

石田春磨 1 主成分スコアからの再構成輝度を利用した赤外ハイパースペクトルサウンダデータ同
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データ同化インパクト, 日本気象学会 2021年度秋季大会, 2021年 12月, 三重県

津市 

岡本幸三 1 全天候赤外輝度温度データ同化に向けた、シミュレーションの検証とバイアス要因調

査, 日本気象学会 2021年度春季大会, 2021年 5月, オンライン 

 2 Recent progress of impact assessment of hyperspectral sounder for a Himawari 

follow-on satellite, JpGU-AGU Joint Meeting 2021: Virtual, 2021年 6月, 

オンライン 

 3 Preliminary assimilation of all-sky IR radiances of Himawari-8 in the global 

data assimilation system at JMA, The 23rd International TOVS Study 

Conference, 2021年 6月, オンライン, オンライン 

 4 Status report of space agency: JMA and JAXA, The 23rd International TOVS 

Study Conference, 2021年 6月, オンライン, オンライン 

 5 OSSE for a hyperspectral IR sounder on the Himawari follow-on geostationary 

satellite, Asia Oceania Geosciences Society 16th Annual Meeting 

(AOGS2021), 2021年 8月, online, online 



6. 成果発表                                         6.2. 口頭発表 

- 295 - 

 

 6 Examination and assimilation of all-sky IR radiances of Himawari-8 in the 

global data assimilation system at JMA, EUMETSAT Meteorological Satellite 

Conference 2021, 2021年 9月, online, online 

 7 All-sky infrared radiance assimilation of Himawari-8 in the JMA global 

system, Bureau of Meteorology annual R&D workshop 2021, 2021年 11月, オ

ンライン, オンライン 

 8 衛星による風観測と数値予報データ同化,, 日本気象学会 2021年度秋季大会, 2021年

12月, 三重県津市 

 9 Examination of all-sky infrared radiance simulation of Hiwamari-8 for global 

data assimilation, GSICS Annual Meeting 2022, 2022年 3月, online, online 

小木曽仁 1 地震波振幅を用いた震源分布の準リアルタイム把握, 日本地球惑星科学連合 2021年大

会, 2021年 6月, オンライン, オンライン 

 2 地震波振幅の空間分布から推定した紀伊半島南東沖で発生する浅部低周波微動の時空

間分布: 2020年 12月から 2021年 1月, 日本地震学会 2021年度秋季大会, 2021

年 10月, オンライン 

 3 地震波振幅を用いた震源域のリアルタイム把握に向けた検討, 日本地震工学会・大会-

2021, 2021年 11月, オンライン 

 4 地震動の逆伝播を用いた面的震度分布の早期推定に向けた検討, 東京大学地震研究所

共同利用研究集会 「固体地球科学的諸現象のリアルタイム監視予測システムと利

活用」, 2022年 1月, オンライン 

奥山哲 1 干渉 SAR時系列解析により検出された十勝岳における局所的地殻変動, JpGU Meeting 

2021: Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 2 気象研究所における GNSS対流圏遅延補正プログラムの開発（序報）, 日本測地学会第

136回講演会, 2021年 11月, オンライン 

鬼澤真也 1 伊豆大島火山における地表面熱収支観測, 日本地球惑星科学連合 2021年大会, 2021年

6月, オンライン, オンライン 

小野耕介 1 メソアンサンブル予報による複数気象シナリオの作成, 日本気象学会 2021年度春季大

会, 2021年 5月, オンライン 

 2 メソ特異ベクトルの基礎調査, 日本気象学会 2021年度春季大会, 2021年 5月, オンラ

イン 

 3 メソアンサンブルを用いた複数降水予測シナリオの作成, 第四回大アンサンブルとア

プリケーションに関する研究会, 2021年 12月, オンライン, オンライン 
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 12 気候モデルにおけるダブル ITCZ問題はどうしたら緩和できるか？, 第 13回熱帯気象

研究会, 2022年 3月, オンライン 
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測研究計画（第 2次）「多項目観測データに基づく火山活動のモデル化と活動分
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 3 Enhanced Meiyu‐Baiu Rainfall in Early Summer 2020: 
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田中昌之 1 さまざまな設置方法の光ファイバを用いた DAS試験観測, 日本地球惑星科学連合 2021

年大会, 2021年 6月, オンライン, オンライン 

 2 中規模繰り返し相似地震と周辺の規模の大きな地震との態様について, 日本地球惑星

科学連合 2021年大会, 2021年 6月, オンライン, オンライン 

 3 Relationship Between the Moderate Repeating Earthquakes and the Larger-scale 

Earthquakes on the Trench Side, AOGS2021 VIRTUAL 18th Annual Meeting, 

2021年 8月, オンライン 

田中泰宙 1 GCOM-C SGLIエーロゾルデータ同化・予測の実証実験, 日本気象学会 2021年度春季大

会, 2021年 5月, つくば市 

溜渕功史 1 2011年東北地方太平洋沖地震後の自動微小地震カタログ：教師ありアンサンブル学習

による地震ノイズ判別の適用 , JpGU-AGU Joint Meeting 2021: Virtual, 2021

年 6月, オンライン 

 2 Shallow low frequency earthquake monitoring system based on envelope cross-

correlation and amplitude, International Joint Workshop on Slow 

Earthquakes 2021, 2021年 9月, オンライン 

 3 エンベロープ相関と振幅に基づく浅部低周波地震モニタリングシステム, 日本地震学

会 2021年度秋季大会, 2021年 10月, オンライン 

 4 浅部低周波地震モニタリングシステムの構築, 東京大学地震研究所共同利用研究集会 

「固体地球科学的諸現象のリアルタイム監視予測システムと利活用」, 2022年 1

月, オンライン 

 5 機械学習による地震波検測の実用化に向けた検討, 研究集会「機械学習時代の地震研

究」, 2022年 3月, オンライン 

辻野博之 1 海洋モデルの水平解像度の向上による北太平洋の海洋生物地球化学シミュレーション

の改善, 日本地球惑星科学連合 2021年大会, 2021年 6月, オンライン, オンラ

イン 

対馬弘晃 1 沖合津波波形の常時解析に基づく津波の自動検知手法の検討, JpGU Meeting 2021: 

Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 2 Operational use of tsunami source inversion in near-field tsunami warning by 

JMA, International Tsunami Symposium 2021, 2021年 7月, 仙台 

 3 1952年カムチャツカ地震における顕著な津波後続波, 日本地震学会 2021年度秋季大

会, 2021年 10月, オンライン 

 4 Evaluation of tsunami source and propagation modeling using dense offshore 

tsunami measurements: case study of 2016 Mw 6.9 off Fukushima earthquake, 

Japan, AGU Fall Meeting 2021, 2021年 12月, 米国, ニューオーリンズ＆オン

ライン 
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 5 1952年カムチャツカ地震における顕著な津波後続波, 第 11回巨大津波災害に関する合

同研究集会, 2021年 12月, オンライン 

露木貴裕 1 天竜船明レーザーひずみ計による地殻変動観測, JpGU-AGU Joint Meeting 2021: 

Virtual, 2021年 6月, オンライン 

出牛真 1 成層圏オゾンが季節内から季節スケールで対流圏循環に及ぼす影響について, 令和 3

年度日本気象学会長期予報研究連絡会, 2022年 1月, 東京都 

遠山勝也 1 Late-winter glider observation of upper ocean responses to weather 

disturbances in the western subtropical North Pacific, JpGU Meeting 2021: 

Virtual, 2021年 6月, オンライン 

豊田隆寛 1 黒潮変動に影響される駿河湾の循環構造, 海洋力学における海岸/海底地形の役割と影

響（大槌シンポジウム海洋パート）, 2021年 7月, 岩手県大槌町 

 2 駿河湾への黒潮水貫入とそれに伴う湾内の表層循環, 日本海洋学会 2021年度秋季大

会, 2021年 9月, （オンライン） 

 3 Sea ice variability along the Okhotsk coast of Hokkaido based on long-term 

JMA meteorological observatory data, The 36th International Symposium on 

the Okhotsk Sea & Polar Oceans 2022, 2022年 3月, 紋別市 

直江寛明 1 Evaluation of a new Japanese reanalysis (JRA-3Q) in a pre-satellite era, EGU 

General Assembly 2021, 2021年 4月, オンライン, オンライン 

 2 気象庁長期再解析(JRA-3Q)非衛星時代の品質評価, 日本気象学会 2021年度春季大会, 

2021年 5月, つくば市 

 3 Quality assessment of the third Japanese Reanalysis for Three Quarters of a 

Century (JRA-3Q) during a pre-satellite era, 日本地球惑星科学連合 2021年

大会, 2021年 6月, 千葉市 

 4 Characteristics of a pronounced Antarctic stratospheric warming in September 

2019, International workshop for mid-latitude air-sea interaction: 

advancing predictive understanding of regional climate variability and 

change across timescales, 2021年 6月, オンライン, 札幌 

 5 Evaluation of the latest Japanese Reanalysis for three quarters of a century 

(JRA-3Q) during a pre-satellite era, WCRP-WWRP Symposium on Data 

Assimilation and Reanalysis, 2021年 9月, Germany, Bonn 

 6 Bias Correction of Multi-Sensor Satellite-Acquired Total Column Ozone, 

Quadrennial Ozone Symposium (QOS 2021), 2021年 10月, 韓国, ソウル (オン

ライン) 

 7 北半球夏季のダブルジェットと移動性擾乱, 第 17回「異常気象と長期変動」（異常気

象研究会）, 2021年 11月, 京都府宇治市 

 8 南半球成層圏突然昇温と対流圏の予測可能性について, 日本気象学会 2021年度秋季大

会, 2021年 12月, 三重県津市 

 9 The 2019 Stratospheric Sudden Warming in the Southern Hemisphere and 

Predictability in the Extratropical Troposphere , AGU Fall Meeting 2021, 

2021年 12月, 米国, ニューオーリンズ＆オンライン 

 10 対流圏成層圏結合が対流圏ジェット変動に及ぼす影響と中緯度海洋前線帯の役割 (そ

の３), 新学術領域研究「中緯度大気海洋」（気候系の Hotspot2）第 3回領域全

体会議 (virtual会合), 2022年 3月, 福岡 

長澤亮二 1 放射計算における氷雲の扱いが大気モデルの OLR に与える影響, 日本気象学会 2021年

度春季大会, 2021年 5月, オンライン 
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永田広平 1 せん断ひずみエネルギー変化はｂ値を変化させるか ―熊本地震及び西南日本のプレ

ート間固着を例に―, JpGU Meeting 2021: Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 2 統合的な地殻活動指標の構築に向けて ―“ふつう”の地震活動の特徴抽出―, JpGU 

Meeting 2021: Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 3 日本海溝沿いの地震活動の規模別頻度分布に関する 指標値の地域特性とプレート間の

すべり現象との比較 , 日本地震学会 2021年度秋季大会, 2021年 10月, オンラ

イン 

中野英之 1 渦解像モデルで再現された 20世紀の日本沿岸の海面水位の長期変動, JpGU Meeting 

2021: Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 2 大気海洋結合モデルによる短期の予報可能性について, 日本海洋学会 2021年度秋季大

会, 2021年 9月, オンライン 

西宮隆仁 1 長周期成分モニターを活用したマグニチュード推定 , JpGU Meeting 2021: Virtual, 

2021年 6月, オンライン 

庭野匡思 1 積雪変質モデルを用いた日本全域における積雪域推定, 日本気象学会 2021年度春季大

会, 2021年 5月, オンライン 

 2 2019年にグリーンランド氷床で引き起こされた顕著な表面融解域拡大に対する雲放射

の影響, JpGU Meeting 2021: Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 3 Recent studies related to the northwest Greenland ice sheet, Northwest 

Greenland online meeting, 2021年 6月, オンライン, オンライン 

 4 Challenges to model complex snow-atmosphere interaction processes in the 

Greenland ice sheet, IMAU online seminar, 2021年 9月, オランダ, ユトレヒ

ト 

 5 光吸収性不純物粒子を介した大気－積雪相互作用に関する研究の新展開, 雪氷研究大

会（2021・オンライン）, 2021年 9月, オンライン 

 6 領域気象・化学モデルと積雪変質モデルの結合の取り組みの現状と課題, ISEE研究集

会プログラム「アジア高山域における氷河融解を加速する光吸収性不純物に関す

る研究集会」, 2021年 11月, 名古屋 

 7 講演 1「降雪と積雪」, サイエンスアゴラ「温暖化時代の雪と私達の暮らし～雪氷研究

の最前線から～」, サイエンスアゴラ, 2021年 11月, オンライン 

 8 最新の積雪変質モデルで拓く雪関連気象防災情報高度化への道, 令和３年度札幌管区

気象研究会, 2021年 12月, 札幌 

 9 グリーンランド氷床では今、何が起きているのか？－温暖化の最前線からの報告－, 

一般社団法人日本太陽エネルギー学会太陽光発電部会 第３２回セミナー気象・環

境セミナー 「気候変動」, 2022年 1月, オンライン 

 10 Rainfall on the Greenland ice sheet: Present-day states estimated from a 

high-resolution non-hydrostatic polar regional climate model, 2022 IASC 

NAG workshop, 2022年 1月, Sweden, online 

 11 雪に関する気象防災情報の高度化に資する積雪変質モデルの開発, 令和３年度・気象

庁施設等機関研究報告会, 2022年 2月, オンライン 

 12 雪氷圏における気候変動と気象防災, 気象雪氷サイエンスカフェつくば, 2022年 2月, 

つくば 

 13 SMAPを用いた今冬期のリアルタイム積雪計算, 科研費基盤Ｂ「積雪が稀な地域での大

雪発生状況の把握と現在及び将来の大雪発生ポテンシャルの評価」2021 年度末会

合, 2022年 3月, 津 
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 14 極域向け領域気候モデル NHM-SMAPの紹介, ROIS共同利用研究集会「機械学習による昭

和基地からみる大気中微量物質の輸送予測システムの構築研究打ち合わせ」, 

2022年 3月, 東京都立川市 

 15 南極氷床表面質量収支に対する雲放射効果, 科研費南極新学術 2021年度年次報告会, 

2022年 3月, 立川 

野坂真也 1 気象庁現業モデル a suca の気候実験利用のための開発, 日本気象学会 2021年度春季

大会, 2021年 5月, オンライン 

野田朱美 1 エネルギーバランスを考慮した南海トラフプレート境界地震の発生シナリオ：地震履

歴に基づく応力蓄積モデル, JpGU-AGU Joint Meeting 2021: Virtual, 2021年 6

月, オンライン 

 2 Energy-based scenarios for megathrust earthquakes in the Nankai trough 

subduction zone, southwest Japan, International Joint Workshop on Slow 

Earthquakes 2021, 2021年 9月, （オンライン） 

 3 測地データと地震データを併用した非弾性変形の解析：新潟神戸変形集中帯への適用, 

日本地震学会 2021年度秋季大会, 2021年 10月, オンライン 

 4 Energy-based method to generate rupture scenarios for megathrust earthquakes 

in the Nankai trough subduction zone, southwest Japan: A necessary 

condition for earthquake generation, AGU Fall Meeting 2021, 2021年 12月, 

米国, ニューオーリンズ＆オンライン 

橋本明弘 1 2018年冬季降雪シミュレーションから得られた降雪粒子特性に関する検討 その２, 日

本気象学会 2021年度春季大会, 2021年 5月, オンライン 

 2 ヒマラヤ高山域の降水再現実験における地形平滑化に対する依存性, 日本地球惑星科

学連合 2021年大会, 2021年 6月, オンライン 

 3 素過程追跡雲微物理スキームを用いた 2018年冬季大雪事例の再現実験, 日本地球惑星

科学連合 2021年大会, 2021年 6月, オンライン 

 4 第 2部 地上降雪粒子観測とメソ降水系への洞察, 第 7回メソ気象セミナー, 2021年

7月, オンライン 

 5 第 3部 雲微物理モデリングと数値シミュレーション, 第 7回メソ気象セミナー, 

2021年 7月, オンライン 

 6 Development of a process-tracking scheme based on bulk microphysics to 

diagnose the features of snow particles, 18th International Conference on 

Clouds and Precipitation (ICCP 2021), 2021年 8月, インド, プネ 

 7 Numerical simulation of microphysical feature in the heavy snowfall event on 

February 5, 2018, The Fifth Convection-Permitting Modeling Workshop 2021 

(CPM2021) High-Resolution Climate Modeling and Hazards; https://www.pco-

prime.com/tougou2021_ws/index.html, 2021年 9月, （オンライン） 

 8 2018 年冬季大雪における降雪粒子特性の JMA-NHM による再現性の検証, 雪氷研究大

会（2021・オンライン）, 2021年 9月, オンライン 

 9 気象予測モデルを併用した新しい二酸化硫黄放出率推定手法の開発: その３, 日本火

山学会 2021年度秋季大会, 2021年 10月, オンライン 

 10 講演１「降雪と積雪」, サイエンスアゴラ２０２１, 2021年 11月, オンライン 

 11 Numerical Weather Simulations for the Ice Core Drilling Expedition 2021 at 

SE-Dome, Southeastern Greenland Ice Sheet, 第 12回極域科学シンポジウム, 

2021年 11月, 東京都 
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 12 2018 年冬季降雪シミュレーションから得られた 降雪粒子特性の時空間分布, 日本気

象学会 2021年度秋季大会, 2021年 12月, 三重県津市 

林修吾 1 二重偏波レーダーによる粒子判別結果と雷放電頻度の関係(その 2), 日本気象学会

2021年度春季大会, 2021年 5月, オンライン 

 2 NHMと asucaによるモデル間相互比較実験, 日本気象学会 2021年秋季大会, 2021年 12

月, 三重県津市 

林昌宏 1 静止衛星搭載ハイパースペクトル赤外サウンダを想定した 気温・水蒸気鉛直プロファ

イル推定手法の開発, 日本気象学会 2021年度春季大会, 2021年 5月, オンライ

ン 

 2 ハイパースペクトル赤外サウンダを用いた台風中心部の大気プロファイル解析, 台風

研究会「台風災害の実態解明と台風防災・減災に資する方策」, 2021年 9月, オ

ンライン 

 3 ハイパースペクトル赤外サウンダを用いた台風中心部の大気プロファイル解析, 日本

気象学会 2021年度秋季大会, 2021年 12月, 三重県津市 

林豊 1 日本の文献が根拠とされる 1537年メキシコの津波は誤り, 日本地球惑星科学連合 2021

年大会, 2021年 6月, オンライン 

 2 Two false tsunamis of the 16th century based on Japanese literature: the 1537 

Mexico and 1586 Peru earthquakes, International Tsunami Symposium 2021, 

2021年 7月, 仙台 

 3 1780年ウルップ島地震による日本への津波の影響, 第 38回歴史地震研究会, 2021年 9

月, オンライン 

 4 1780年ウルップ島地震による北海道への津波の影響, 日本地震学会 2021年度秋季大

会, 2021年 10月, オンライン 

原田やよい 1 Early results of the evaluation of the JRA-3Q reanalysis, EGU General 

Assembly 2021, 2021年 4月, オンライン, オンライン 

 2 JRA-3Q 長期再解析の初期評価結果, 日本気象学会 2021年度春季大会, 2021年 5月, 

つくば市 

 3 令和２年７月豪雨時における大気循環場の特徴と過去の大雨事例との比較, 日本気象

学会 2021年度春季大会, 2021年 5月, つくば市 

 4 Characteristics of planetary-wave packet propagation during a major sudden 

stratospheric warming event in January 2021, 日本地球惑星科学連合 2021年

大会, 2021年 6月, オンライン 

 5 Early results of the evaluation of the JRA-3Q reanalysis, 日本地球惑星科学連

合 2021年大会, 2021年 6月, オンライン 

 6 Early results of the evaluation of the JRA-3Q reanalysis, WCRP-WWRP Symposium 

on Data Assimilation and Reanalysis, 2021年 9月, Germany, Bonn 

 7 JRA-3Q長期再解析の赤道波・熱帯低気圧の表現性能評価, 日本気象学会秋季大会, 

2021年 12月, 三重県津市 

平原翔二 1 次期季節予測システム JMA/MRI-CPS3, 日本気象学会 2021年度秋季大会, 2021年 12

月, 三重 

 2 次期季節アンサンブル予報システム JMA/MRI-CPS3, 令和 3年度日本気象学会長期予報

研究連絡会, 2022年 1月, 東京都 

廣川康隆 1 強雨域の統計解析に適した 5km分解能解析雨量の変換手法, 日本気象学会 2021年度春

季大会, 2021年 5月, つくば市 
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 2 豪雨の正体に迫る 大気の川×線状降水帯, 気象サイエンスカフェ, 2021年 5月, オン

ライン 

 3 解析雨量を用いた線状降水帯検出手法の改善, 日本気象学会 2021年秋季大会, 2021年

12月, オンライン 

 4 集中豪雨と線状降水帯, 第 19回天気予報研究会, 2022年 2月, 日本 

広瀬成章 1 2017年 9月中旬の室戸岬東部で発生した急潮の要因について, 日本海洋学会 2021年度

秋季大会, 2021年 9月, オンライン 

 2 Applications and services with operational ocean forecasting system in JMA, 

UN Ocean Decade Kickoff Conference for the Western Pacific and its 

Adjacent Areas, 2021年 11月, タイ, (オンライン) 

 3 2017年 9月の室戸岬東部の急潮の要因と予測不確実性について, 日本周辺海域の海況

モニタリングと波浪計測に関する研究集会, 2021年 12月, 福岡県春日市 

 4 Mechanism of unusually high sea level around the southern coasts of Japan in 

early September 1971 revealed by coastal ocean assimilation system, Ocean 

Sciences Meeting 2022, 2022年 3月, アメリカ, オンライン 

弘瀬冬樹 1 背景地震活動の地球潮汐相関情報に基づく地震予測モデルの効率：トンガ・ケルマデ

ィック海溝沿いのプレート境界型大地震に対して, 日本地震学会 2021年度秋季大

会, 2021年 10月, オンライン 

藤井陽介 1 Evaluation of the coupled atmosphere-ocean reanalysis and future development 

of the coupled data assimilation system in JMA, Joint ECMWF/OceanPredict 

workshop on Advances in Ocean Data Assimilation, 2021年 5月, オンライン, 

オンライン 

 2 Evaluation of a coupled atmosphere-ocean reanalysis using tropical Pacific 

mooring data, US CLIVAR Tropical Pacific Observing Needs Workshop, 2021

年 5月, オンライン, オンライン 

 3 Development of a coupled atmosphere-ocean data assimilation system in the 

Japan Meteorological Agency: evaluation and future plan, JpGU Meeting 

2021: Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 4 Wave assimilation system of JMA and its improvement plan, JpGU Meeting 2021: 

Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 5 Synergistic Observing Network for Impactful and Relevant Ocean Predictions 

(SynObs): An Introduction, UN Decade “A Predicted Ocean” Laboratory, 

2021年 9月, オンライン, オンライン 

 6 気象庁季節予報用全球海洋データ同化システムの更新, 日本海洋学会 2021年度秋季大

会, 2021年 9月, オンライン 

 7 気象研究所における結合同化システムの開発の成果と今後について, 名古屋大学宇宙

地球環境研究所 研究集会 「宇宙地球環境の理解に向けての統計数理的アプロー

チ」, 2021年 12月, オンライン 

 8 Four-Dimensional Variational (4DVAR) Global Ocean Data Assimilation System 

for Coupled Predictions in Japan Meteorological Agency (JMA), Ocean 

Sciences Meeting 2022, 2022年 2月, アメリカ, オンライン 

 9 ForeSea (UN Decade program) and 

SynObs (UN Decade project) , 23rd Argo Science Team Meeting, 2022年 3月, 

Monaco, Monaco 
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藤田匡 1 Assimilation of Radial Winds with Observation Error Correlated in Time and 

Space, International Symposium on Data Assimilation - Online, 2021年 4

月, オンライン 

 2 ひまわり後継衛星 GeoHSSのメソ OSSE, 日本気象学会 2021年度春季大会, 2021年 5

月, オンライン 

 3 Enhancement in Assimilation of Doppler Radar Radial Winds, JpGU Meeting 2021: 

Virtual, 2021年 6月, オンライン 

 4 Enhancement of Variational Assimilation of High-Frequency and High-Resolution 
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 2 線状降水帯に対する水蒸気ライダデータの同化の影響, 日本気象学会 2021年度春季大

会, 2021年 5月, つくば市 
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